
施設名：大腸肛門病センター高野病院　総合健診センター
2025年4月10日現在

年　度

1992 35 340 0 0 375
1993 228 296 9 0 533
1994 531 435 0 676 1,642
1995 909 429 7 142 1,487
1996 1,117 438 152 415 2,122
1997 1,377 511 163 484 2,535
1998 1,511 599 130 332 2,572
1999 1,714 485 136 363 2,698
2000 1,480 540 134 320 2,474
2001 1,544 591 172 267 2,574
2002 1,924 611 63 218 2,816
2003 2,064 959 513 172 3,708
2004 1,962 1,444 819 275 4,500
2005 1,827 1,830 1,013 391 5,061
2006 1,669 2,065 1,445 265 5,444
2007 1,555 2,187 1,298 244 5,284
2008 653 2,687 1,571 0 4,911
2009 987 2,894 1,884 0 5,765
2010 969 3,042 1,851 0 5,862
2011 1,001 3,244 2,064 0 6,309
2012 993 3,333 1,990 0 6,316
2013 957 3,442 2,023 0 6,422
2014 979 3,469 2,226 0 6,674
2015 784 3,543 2,367 0 6,694
2016 650 3,423 2,306 0 6,379
2017 738 3,429 2,188 0 6,355
2018 735 3,818 2,430 0 6,983
2019 540 4,201 2,502 0 7,243
2020 492 4,076 2,593 0 7,161
2021 512 4,337 2,769 0 7,618
2022 436 4,362 2,786 0 7,584
2023 397 4,637 2,743 0 7,777
2024 414 4,883 2,561 0 7,858
合計 33,684 76,580 44,908 4,564 159,736

人間ドック施設利用者数の推移

市町村総合健診 人間ドック 定期健診 その他 計



２０２３年度実績

（1）受診状況

　2023年度の受診者集計は2023年4月1日～2024年3月31日で行った。

受診者総数7777名、男性3445名(44.3%)、女性4332名(55.7%)であった。（表１）

年齢分布は男性、女性ともには50歳代がピークで、平均年齢は男性50.5歳、女性48.2歳であった。（図１）

(表１)　年齢別受診者数 （図１）
人 性別

年齢 男 女 総計

<20 35 29 64

20-29 264 428 692

30-39 459 630 1,089

40-49 789 1,131 1,920

50-59 945 1,252 2,197

60-69 640 650 1,290

70-79 287 192 479

80-89 24 19 43

90-99 2 1 3

総計 3,445 4,332 7,777

データの個数 / 登録番号性別
コース　 男 女 総計

人間ドック 1,761 1,607 3,368

企業健診など 913 1,830 2,743

協会けんぽ 589 680 1,269

市町村事業 182 215 397

総計 3,445 4,332 7,777

判定区分について

健診における判定は、当院の判定基準分類(以下に提示)で行っている。

判定 指示

A 異常なし

B 軽度の変化が認められますが心配いりません。

C 経過観察を必要とします。

D 精密検査を必要とします。

E 治療をお続け下さい。

<20 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80-89 90-99

男 35 264 459 789 945 640 287 24 2

女 29 428 630 1,131 1,252 650 192 19 1
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（2）基本健診

年度末年齢 (すべて)

データの個数 保健指導ﾚﾍﾞﾙ
性別 情報提供 動機付け支援 積極的支援 総計
男 1979 203 297 2479
女 2514 167 86 2767

総計 4493 370 383 5246

2023年度の情報提供対象者は、男性が1,979名（80%)、女性が2,514名(91%)である。
情報提供者は、前年度と比較して、ほぼ同様の割合であった。

保健指導レベルも、前年度と比較し情報提供、動機付け支援と積極的支援の割合は、ほぼ
同様の割合であった。
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（３）対象検査別検診成績

受診者数
要精検・
治療者数

要精検率
精検

受診者数
精検

受診率
癌発見数 癌発見率 陽性反応適中度

（人） （人） （％） （人） （％） （人） （％） （％）

（A） （B） （B／A) （C) （C／B) （D） （D／A） （D／B)

上部消化管X線 630 19 3.0 10 52.6 0 0.00 0.0

上部消化管内視鏡 3971 218 5.5 179 82.1 3 0.08 1.4

便潜血 4908 223 4.5 129 57.8 1 0.02 0.4

S状結腸内視鏡 3098 168 5.4 103 61.3 1 0.03 0.6

CTC 200 24 12.0 10 41.7 0 0.00 0.0

胸部単純X線 4576 316 6.9 229 72.5 0 0.00 0.0

胸部CT 2695 76 2.8 58 76.3 1 0.04 1.3

頚部細胞診 2307 63 2.7 47 74.6 6 0.26 9.5

内診 2307 12 0.5 8 66.7 0 0.00 0.0

マンモグラフィ 2273 69 3.0 57 82.6 2 0.09 2.9

乳腺超音波 2088 38 1.8 32 84.2 3 0.14 7.9

腹部 腹部超音波 4444 106 2.4 89 84.0 2 0.05 1.9

前立腺 PSA 1781 52 2.9 33 63.5 2 0.11 3.8

甲状腺 甲状腺超音波 817 48 5.9 43 89.6 1 0.12 2.1

乳腺

対象部位 検査

胃

大腸

肺

子宮



（４）検査別成績

A．胃がん検診

①　上部消化管X線検査

受診者数は 男性330人 女性300人 合計630人 であった。

要医療は 男性11人 女性8人 合計19人 であった。

　　精検結果は下記表に記載した。

データ数 性別

■胃透視 男 女 総計

Ａ 284 223 507

Ｂ 26 59 85

Ｃ 9 10 19

Ｄ 11 8 19

総計 330 300 630

男 女

受診者 要精検 要精検率 精検受診者 精検受診率

630 19 3.0% 10 52.6%

件数 件数

6 2

2 2

2 4

2

要精検率は 3.0%であり 精検受診率は

がん発見率は 0.00% であった。

治療不要異常なし

精検結果　内訳 検査後の経過（治療方法）

胃炎 薬物療法

胃ポリープ 除菌療法

不明

52.6%であった

86%

8%
3%

3%

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

74%

20%

3%
3%

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ



②　上部消化管内視鏡検査

受診者数は 男性2,059人 女性1,912人 合計3,971人 であった。

要医療は 男性128人 女性90人 合計218人 であった。

　　精検結果は下記表に記載した。

データの個数 / 登録番号性別
■胃内視鏡判定 男 女 総計
Ａ 120 202 322
Ｂ 947 989 1936
Ｃ 863 629 1492
Ｄ 128 90 218
Ｅ 1 2 3

総計 2059 1912 3971

男 女

判定 受診者 要精検 要精検率 精検受診者数 精検受診率

要医療 3971 218 5.5% 179 82.1%

件数 件数

1 24

2 3

1 62

15 2

4 50

34 3

3

13

3

21

45

37

要精検率は 5.5%であり 精検受診率は

がん発見率は 0.08% であった。

精検結果　内訳 検査後の経過（治療方法）

胃の悪性新生物 薬物療法

食道の悪性新生物 除菌療法

胃MALTリンパ腫 経過観察
胃粘膜下腫瘍 内科的治療
食道粘膜下腫瘍 治療不要

82.1%であった

胃炎 転院
胃潰瘍

胃ポリープ

食道ポリープ

逆流性食道炎

その他

異常なし

6%

46%42%

6%

0.05%
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

10%

52%

33%

5%

0.1%
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ



B．大腸がん検診

①　免疫的便潜血検査(FOBT2日法)

受診者数は 男性2,359人 女性2,549人 合計4,908人 であった。

要精検は 男性114人 女性109人 合計223人 であった。

　　精検結果は下記表に記載した。

データの個数 / 登録番号性別
■便潜血判定 男 女 総計
Ａ 2239 2434 4673
Ｃ 1 2 3
Ｅ 5 4 9
Ｄ 114 109 223

総計 2359 2549 4908

男 女

受診者 要精検・治療 要精検率 精検受診者 精検受診率
4908 223 4.5% 129 57.8%

件数 件数

1 2

55 5

3 32

7 28

1 18

12

8

1

41

要精検率は 4.5%であり 精検受診率は

がん発見率は 0.02% であった。

精検結果　内訳 検査後の経過（治療方法）

結腸の悪性新生物 外科療法

大腸ポリープ EMR

潰瘍性大腸炎 ポリペクトミー

大腸憩室 経過観察

大腸炎 治療不要

痔核

その他の大腸の異常

その他の肛門・直腸の疾患

異常なし

57.8%であった

95%

0% 4.8%

Ａ

Ｃ

Ｅ

Ｄ

96%

0%4.3%

Ａ

Ｃ

Ｅ

Ｄ



②　Ｓ状結腸内視鏡検査（FS)

受診者数は 男性1,585人 女性1,513人 合計3,098人 であった。

要精検は 男性114人 女性54人 合計168人 であった。

　　精検結果は下記表に記載した。

データの個数 / 登録番号性別
■大腸内視鏡判定 男 女 総計
Ａ 1104 1263 2367
Ｂ 239 126 365
Ｃ 125 68 193
Ｅ 3 2 5
Ｄ 114 54 168

総計 1585 1513 3098

男 女

受診者 要精検 要精検率 精検受診者 精検受診率

3098 168 5.4% 103 61.3%

件数 件数

1 12

98 78

2 2

2 4

1

6

精検受診率は

がん発見率は 0.03% であった。

精検結果　内訳 検査後の経過（治療方法）

大腸がん EMR

大腸ポリープ ポリペクトミー

大腸炎 外科療法

異常なし 経過観察

内科的治療

治療不要

要精検・治療率は5.4% 61.3%であった

70%

15%

8%

0.2%

7.2%
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｅ

Ｄ

83%

8%

4.5%

0.1%
3.6% Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｅ

Ｄ



C．肺がん検診

①　胸部Ｘ線検査

受診者数は 男性2,122人 女性2,454人 合計 4,576人 であった。

要医療は 男性188人 女性128人 合計 316人 であった。

　　精検結果は下記表に記載した。

データの個数 / 登録番号性別
■胸部X線判定 男 女 総計
Ａ 1526 1890 3416
Ｂ 309 369 678
Ｃ 92 62 154
Ｅ 7 5 12
Ｄ 188 128 316

総計 2122 2454 4576

男 女

受診者 要精検 要精検率 精検受診者 精検受診率

4576 316 6.9% 229 72.5%

件数 件数

6 2

1 51

1 165

3 1

1 3

2

2

1

90

122

#REF! #REF!

#REF!

要精検率は 6.9%であり 精検受診率は

がん発見率は 0.00% であった。

精検結果　内訳 検査後の経過（治療方法）

肺気腫 薬物療法

結核

肺炎 治療不要

気管支炎

経過観察

気管支拡張症

非結核性抗酸菌症

転院

慢性閉塞性肺疾患

その他

間質性肺炎

72.5%であった

#REF!

#REF!

#REF!

その他(呼吸器系)

異常なし

72%

15%

4%

0.3%

8.9%

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｅ

Ｄ

77%

15%

3%

0.2% 5.2% Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｅ

Ｄ



②　胸部CT検査

受診者数は 男性1,371人 女性1,324人 合計 2,695人 であった。

要医療は 男性41人 女性35人 合計 76人 であった。

　　精検結果は下記表に記載した。

データの個数 / 登録番号性別
■胸部CT判定 男 女 総計
Ａ 542 461 1003
Ｂ 608 662 1270
Ｃ 174 160 334
Ｄ 41 35 76
Ｅ 6 6 12

総計 1371 1324 2695

男 女

受診者 要精検・治療 要精検率 精検受診者 精検受診率

2695 76 2.8% 58 76.3%

件数 件数

1 1

1 2

3 34

2 16

2 1

1

1

2

39

6

6

その他

非結核性抗酸菌症

気管支拡張症

気管支炎

精検結果　内訳 検査後の経過（治療方法）

気管，気管及び肺の悪性新生物 外科療法

肺炎 薬物療法

炎症性変化 経過観察

肺気腫 治療不要

結節影 転院

異常なし

異常なし

40%

44%

13%

3.0% 0.4% Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

35%

50%

12%

2.6% 0.5% Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ



D．子宮がん検診

①　婦人科検診・子宮頚部細胞診
受診者数は 女性2,307人 であった。

要精検は 子宮頚部細胞診で 63人 婦人科診察で 12人 であった。

精検結果は下記表に記載した。
データの個数 / 登録番号 データの個数 / 登録番号

■婦人科細胞診判定 集計 ■婦人科内診判定 集計
A 659 Ａ 934
B 1584 Ｂ 804
C 1 Ｃ 557
D 63 Ｄ 12

総計 2307 総計 2307

■婦人科細胞診判定 ■婦人科内診判定

受診者 要精検・治療 要精検率 精検受診者 精検受診率

婦人科細胞診 2307 63 2.7% 47 74.6%

婦人科内診 2307 12 0.5% 8 66.7%

婦人科細胞診

件数 件数

6 3

2 34

31 5

8 5

婦人科内診

件数 件数

1 1

1 1

1 1

2 1

3 4

子宮頚部細胞診 要精検率は 2.7%であり 精検受診率は 74.6%であった

婦人科診察要精検率は 0.5%であり 精検受診率は 66.7%であった

がん発見率は 婦人科細胞診 0.26% 婦人科内診 0.00% であった。

精検結果　内訳 検査後の経過（治療方法）

子宮頚部の悪性新生物 外科療法

子宮筋腫 外科療法

精検結果　内訳 検査後の経過（治療方法）

その他の婦人科疾患 転院

異常なし 不明

異常なし 不明

子宮頚部軽度異形成 経過観察

子宮脱 薬物療法

腺腫様甲状腺腫 経過観察（12ヶ月）

その他(婦人科) 転院

28.6%

68.7%

0.04% 2.7%
A

B

C

D

40%

35%

24.1%

0.5%
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ



Ｅ．乳がん検診

①　マンモグラフィ
②　乳腺超音波検査

受診者数は MMG 2,273人 乳腺超音波 2,088人 であった。

要精検は MMG 69人 乳腺超音波 38人 であった。

　　精検結果は下記表に記載した。

データの個数 / 登録番号 データの個数 / 登録番号
MMG 集計 乳腺超音波 集計
Ａ 1853 Ａ 1473
Ｂ 237 Ｂ 495
Ｃ 108 Ｃ 81
Ｄ 69 Ｄ 38
Ｅ 6 Ｅ 1

総計 2273 総計 2088

MMG 乳腺超音波

受診者 要精検 要精検率 精検受診者 精検受診率

MMG 2273 69 3.0% 57 82.6%

乳腺超音波 2088 38 1.8% 32 84.2%

マンモグラフィ
件数 件数

2 3

14 20

12 1

7 1

14 25

8 8

乳腺超音波検査
件数 件数

3 4

7 17

6 2

5 1

11 8

マンモグラフィ 要精検率は 3.0%であり 精検受診率は 82.6%であった

乳腺超音波検査 要精検率は 1.8%であり 精検受診率は 84.2%であった

0.09% であった。

0.14% であった。

精検結果　内訳 検査後の経過（治療方法）

乳房の悪性新生物 外科療法

乳腺症 経過観察

乳房線維腺腫 転院

乳腺嚢胞 精査・加療

その他の乳房疾患 治療不要

異常なし 不明

精検結果　内訳 検査後の経過（治療方法）

乳房の悪性新生物 外科療法

乳腺症 経過観察（12ヶ月）

乳房線維腺腫 転院

乳腺嚢胞 精査・加療

その他の乳房疾患 治療不要

マンモグラフィのがん発見率は

乳腺超音波検査のがん発見率は

81.5%

10.4%

4.8% 3.0% 0.3% Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ
70.5%

23.7%

3.9%
1.8% 0.05% Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ



Ｆ．オプション検査

①　腹部超音波検査

受診者数は 男性2,258人 女性2,186人 合計4,444人 であった。

要医療は 男性51人 女性55人 合計106人 であった。

精検結果は下記表に記載した。

データの個数 / 登録番号 性別

■腹部超音波判定 男 女 総計

Ａ 260 496 756

Ｂ 624 655 1279

Ｃ 1313 976 2289

Ｅ 10 4 14

Ｄ 51 55 106

総計 2258 2186 4444

男 女

受診者 要精検 要精検率 精検受診者 精検受診率

4444 106 2.4% 89 84.0%

件数 件数

1 5

1 1

14 1

2 1

3 52

3 26

5 3

8

5

2

33

12

要精検率は 2.4%であり 精検受診率は 84.0%であった

がん発見率は 0.05% であった。

精検結果　内訳 検査後の経過（治療方法）

膀胱の悪性新生物 外科療法

腎（腎盂を除く）の悪性新生物 内科的治療

膵のう胞 薬物療法

腎のう胞 食事療法

肝のう胞 経過観察

脂肪肝 治療不要

胆嚢腺筋症 転院

肝血管腫

異常なし

胆のうポリープ

尿路結石

その他

12%

28%
58.1%

0.4%
2.3%

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｅ

Ｄ

23%

30%

44.6%

0.2% 2%
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｅ

Ｄ



②　前立腺腫瘍マーカー(PSA)

受診者数は 男性1,781人 であった。

要精検は 52人 であった。

精検結果は下記表に記載した。

データの個数 / 登録番号

■PSA判定 集計

Ａ 1693

Ｃ 24

Ｄ 52

Ｅ 12

総計 1781

■PSA判定

受診者 要精検 要精検率 精検受診者 精検受診率

1781 52 2.9% 33 63.5%

件数 件数

2 3

13 19

2 11

6

10

#REF! #REF!

#REF! #REF!

#REF! #REF!

要精検率は 2.9%であり 精検受診率は 63.5%であった

がん発見率は 0.11% であった。

精検結果　内訳 検査後の経過（治療方法）

前立腺の悪性新生物 薬物療法

前立腺肥大症 経過観察

前立腺炎 治療不要

その他(腎･泌尿器系)

異常なし

#REF! #REF!

#REF! #REF!

#REF! #REF!

95%

1.3% 3% 0.67% Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｅ



③　甲状腺超音波検査

受診者数は 男性63人 女性754人 合計817人 であった。

要精検は 男性2人 女性46人 合計48人 であった。

精検結果は下記表に記載した。

データの個数 / 登録番号 性別

■甲状腺超音判定 男 女 総計

Ａ 19 185 204

Ｂ 16 306 322

Ｃ 25 197 222

Ｅ 1 20 21

Ｄ 2 46 48

総計 63 754 817

男 女

受診者 要精検・治療 要精検率 精検受診者 精検受診率

817 48 5.9% 43 89.6%

件数 件数

1 34

8 1

6 2

2 6

1

21

3

1

#REF! #REF!

#REF! #REF!

要精検率は 5.9%であり 精検受診率は 89.6%であった

がん発見率は 0.12% であった。

精検結果　内訳 検査後の経過（治療方法）

甲状腺の悪性新生物 経過観察

甲状腺腫(機能正常） 治療不要

甲状腺炎 転院

甲状腺機能低下 不明

甲状腺機能亢進

腺腫様甲状腺腫

その他(甲状腺)

異常なし

#REF! #REF!

#REF! #REF!

30%

25%

40%

1.6%
3%

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｅ

Ｄ

24%

41%

26%

2.7%

6.1%

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｅ

Ｄ



④　CTコロノグラフィ検査

受診者数は 男性132人 女性68人 合計200人 であった。

要医療は 男性17人 女性7人 合計24人 であった。

精検結果は下記表に記載した。

データの個数 / 登録番号 性別

■大腸CT判定 男 女 総計

A 77 52 129

B 24 5 29

C 14 4 18

D 17 7 24

総計 132 68 200

男 女

受診者 要精検 要精検率 精検受診者 精検受診率

200 24 12.0% 10 41.7%

件数 件数

8 1

2 6

3

要精検率は 12.0%であり 精検受診率は 41.7%であった

がん発見率は 0.00% であった。

精検結果　内訳 検査後の経過（治療方法）

大腸ポリープ EMR

その他 ポリペクトミー

経過観察

58%18%

11%

13%

A

B

C

D
77%

7%

6%
10%

A

B

C

D



（５）発見がん一覧

診断結果 検診検査法 検査法 性別 年齢 治療方法
当センター

受診歴

1 CIN3 子宮頸部細胞診検査 コルポスコピー 女 22 転院 ２回目

2 CIN3 子宮頸部細胞診検査 経腟US　HPV　コルポスコピー生検 女 30 外科療法 初回

3 甲状腺がん 甲状腺US 触診　US　血液検査 男 38 外科療法 ５回目

4 CIN3(HPV16陽性) 子宮頸部細胞診検査 コルポスコピー　組織診　HPV 女 42 外科療法 ３回目

5 直腸カルチノイド FS TCS 女 43 外科療法 ２回目

6 CIN3 子宮頸部細胞診検査 コルポ下生検 女 46 外科療法 ２回目

7 CIN3 子宮頸部細胞診検査 コルポスコピー　組織診 女 49 転院 ２回目

8 乳がん MMG CNB　MMG　US 女 52 外科療法 初回

9 CIN3 子宮頸部細胞診検査 コルポスコピー下生検 女 54 転院 ３回目

10 硬がん（早期）　右Bｐ＋SCNB MMG MG　US　CNB 女 55 外科療法 ８回目

11 硬癌(早期) 乳腺超音波検査 MMG、US、CNB 女 55 外科療法 ９回目

12 食道扁平上皮内腫瘍SIN 上部消化管内視鏡検査 GF　生検 女 56 転院 ７回目

13 肺腺がん 胸部CT検査 未記入 女 58 外科療法 ４回目

14 左乳がん 乳腺超音波検査 MMG　US　CNB 女 59 外科療法 ２回目

15 右腎がん 腹部超音波検査 造影CT､腹部US､診察 男 62 転院 １５回目

16 左乳がん 乳腺超音波検査 ＭＭＧ　ＵＳ　ABC　CNB 女 63 外科療法 ４回目

17 膀胱腫瘍 腹部超音波検査 膀胱鏡 男 64 外科療法 １７回目

18 食道癌 上部消化管内視鏡検査 GF　生検 男 65 転院 ７回目

19 前立腺がん 腫瘍マーカー（PSA） 生検 男 69 経過観察 ６回目

20 直腸がん 便潜血検査 FS 女 70 外科療法 初回

21 早期胃がん 上部消化管内視鏡検査 CT　内視鏡　生検 男 73 ESD １３回目

22 前立腺がん 腫瘍マーカー(PSA) 生検 男 82 経過観察(3ヵ月後) 初回


